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第
17
回
「
ア
シ
テ
ジ
世
界
大
会
」

が
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ

ン
と
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
マ
ル
メ
で
、

5
月
20
日
～
29
日
に
開
か
れ
る
。

　

日
本
か
ら
は
、「
ト
ラ
ベ
ル
キ
ャ

ッ
ツ
」
扱
い
で
65
名
、
そ
の
他
を
合

わ
せ
る
と
約
100
名
程
度
の
参
加
が
見

込
ま
れ
る
（
団
長
・
内
木
文
英
）。

　
「
世
界
大
会
」
は
主
に
「
会
議
」

部
門
と
「
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
部
門

に
分
け
ら
れ
る
。

　
「
会
議
」
部
門
の
メ
イ
ン
は
何
と

い
っ
て
も
、
各
種
の
選
挙
で
あ
る
。

　

理
事
、
事
務
局
長
、
財
務
、
副
会

長
、
会
長
、
そ
し
て
次
回
開
催
国
と

選
挙
が
続
く
。「
会
議
」
と
い
っ
て

も
選
挙
で
終
始
す
る
感
で
あ
る
。

　

メ
イ
ン
は
理
事
選
挙
。
理
事
に
当

選
す
る
か
否
か
は
、
各
国
に
と
っ
て

死
活
問
題
。
理
事
に
当
選
し
た
か
ら

と
い
っ
て
、
全
く
政
府
の
助
成
と
関

係
な
い
の
は
日
本
く
ら
い
。
各
国
に

と
っ
て
は
、
助
成
金
の
問
題
等
々
、

深
い
影
響
が
あ
る
の
だ
。

　

し
た
が
っ
て
、
日
本
以
外
の
各
国

は
、
涙
ぐ
ま
し
い
選
挙
活
動
、
目
に

あ
ま
る
よ
う
な
ロ
ビ
ー
外
交
を
展
開

し
て
い
る
。

　

こ
の
度
、日
本
か
ら
３
年
ぶ
り
に
、

世
界
理
事
に
ふ
じ
た
あ
さ
や
さ
ん
に

懇
請
し
て
立
候
補
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
っ
た
。

　

日
本
の
こ
れ
ま
で
の
活
動
実
績
、

と
り
わ
け
ア
ジ
ア
に
対
す
る
活
動
実

績
か
ら
、
私
は
上
位
当
選
は
間
違
い

な
い
と
思
っ
て
い
る
。
強
く
確
信
し

て
い
る
。

　

次
回
の
「
世
界
大
会
」
は
、
ポ
ー

ラ
ン
ド
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
が
立
候
補

し
て
い
る
と
聞
く
。
中
国
が
立
候
補

を
断
念
し
た
の
は
残
念
で
あ
る
。
韓

国
大
会
に
つ
ぎ
、
２
度
目
の
ア
ジ
ア

で
の
世
界
大
会
を
と
思
っ
て
い
た
だ

け
に
、
で
あ
る
。

　
「
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
部
門
は
、

ア
シ
テ
ジ
世
界
大
会
史
上
、
最
高
の

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
な
る
と
予
想
さ

れ
る
。
北
欧
諸
国
の
メ
ン
ツ
に
か
け

て
最
高
の
も
の
（
作
品
）
を
用
意
し

て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
ま
し
て
や
、

北
欧
を
代
表
す
る
デ
ン
マ
ー
ク
と
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
で
あ
る
。
期
待
に
そ
ぐ

わ
な
い
は
ず
は
な
い
。

　

従
前
か
ら
何
度
も
こ
の
紙
面
で
い

っ
て
い
る
よ
う
に
、
北
欧
は
児
童
青

少
年
演
劇
で
世
界
を
制
覇
、
長
年
に

わ
た
り
目
論
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。
あ
る
意
味
で
は
長
年
に
わ
た
り

　

ア
シ
テ
ジ
日
本
セ
ン
タ
ー
で
は
、

3
年
に
1
回
の
「
世
界
大
会
」
に
合

わ
せ
、『
日
本
の
児
童
青
少
年
演
劇
』

を
発
行
し
て
い
る
。
今
回
は

『
2
0
1
1
』
年
版
を
発
行
。

　

表
紙
は
前
回
に
続
き
、
広
島
平
和

記
念
公
園
に
あ
る
「
原
爆
の
子
の

像
」。

　
「
は
じ
め
に
」
に
は
、
従
来
の
日

本
セ
ン
タ
ー
の
主
張
、
ア
ジ
ア
諸
国

と
の
友
好
を
と
り
わ
け
大
事
に
し
て

い
る
こ
と
に
加
え
、
今
回
は
東
日
本

大
震
災
の
影
響
が
日
本
の
児
童
青
少

年
演
劇
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
る
だ

ろ
う
、
そ
し
て
原
発
問
題
が
さ
ら
に

そ
れ
に
加
算
さ
れ
る
だ
ろ
う
、
と
い

う
こ
と
を
書
き
加
え
た
。

　

昨
夏
の
「
2
0
1
0
ア
ジ
ア
児
童

青
少
年
演
劇
国
際
会
議
」
に
つ
い
て

も
1
ペ
ー
ジ
分
を
充
当
。

　

団
体
会
員
・
個
人
会
員
の
紹
介
、

ア
シ
テ
ジ
日
本
セ
ン
タ
ー
の
歩
み
、

世
界
の
ア
シ
テ
ジ
・
セ
ン
タ
ー
一
欄

表
、
世
界
大
会
年
表
等
を
載
せ
て
い

る
。
さ
ら
に
児
演
協
の
加
盟
団
体
の

紹
介
も
。
A
5
判
、
54
ペ
ー
ジ
。

　

5
月
の
「
世
界
大
会
」
に
持
参
、

世
界
各
国
に
配
布
す
る
。

準
備
し
て
き
た
。

　

し
た
が
っ
て
そ
の
観
劇
の
レ
ポ
ー

ト
も
今
か
ら
楽
し
み
で
あ
る
。

　

ま
た
、
開
会
式
・
閉
会
式
等
の
セ

レ
モ
ニ
ー
等
も
北
欧
ら
し
い
格
調
の

高
い
式
典
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。

　
『
ア
シ
テ
ジ
』
次
号
（
7
月
号
）

は
「
世
界
大
会
特
集
」
と
し
て
、
大

会
（
会
議
）
報
告
、
劇
評
等
々
、
増

ペ
ー
ジ
を
企
画
し
て
い
る
。	（
石
坂
）

第
17
回
「
ア
シ
テ
ジ
世
界
大
会
」

●
デ
ン
マ
ー
ク
・
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

●
5
月
20
日
～
29
日

東
日
本
大
震
災
で
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ん
に

心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

ア
シ
テ
ジ
日
本
セ
ン
タ
ー

　
〈
第
30
回
定
期
総
会
〉
の
お
知
ら
せ

　

◆
期
日　

二
〇
一
一
年
6
月
5
日
（
日
）
午
後
1
時
30
分
～

　

◆
会
場　

国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
青
少
年
総
合
セ
ン
タ
ー

『
日
本
の
児
童
青
少
年
演
劇
2
0
1
1
』
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ア
シ
テ
ジ
日
本
セ
ン
タ
ー
は
、

（
社
）
日
本
児
童
演
劇
協
会
／
日
本

児
童
・
青
少
年
演
劇
劇
団
協
同
組

合
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
青
少
年
音
楽

芸
能
協
会
／
全
国
専
門
人
形
劇
団
協

議
会
／
（
社
）
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
ー
Ｊ
Ａ
Ｐ

Ａ
Ｎ
セ
ン
タ
ー
の
6
団
体
で
実
行
委

員
会
を
組
み
、「
2
0
1
1
東
ア
ジ

ア
児
童
青
少
年
舞
台
芸
術
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
」
を
開
催
す
る
。

　

6
団
体
共
同
で
こ
う
し
た
「
国
際

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
開
く
の
は
、

初
の
こ
と
。

　

ア
シ
テ
ジ
日
本
セ
ン
タ
ー
は
、
昨

年
夏
、
大
阪
で
、
設
立
30
周
年
記
念

事
業
と
し
て
「
2
0
1
0
ア
ジ
ア
児

童
青
少
年
演
劇
国
際
会
議
」を
開
催
。

会
議
で
は
「
ア
ジ
ア
の
団
結
」
が
謳

わ
れ
、
ア
ジ
ア
諸
国
の
団
結
と
友
好

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

日
本
の
児
童
青
少
年
演
劇
で
、「
東

ア
ジ
ア
」
を
謳
う
初
の
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
で
あ
る
。こ
れ
も
昨
年
夏
の「
会

議
」
の
成
果
の
一
つ
で
あ
る
。

　
「
平
成
23
年
度
文
化
庁
国
際
芸
術

支
援
事
業
」
の
助
成
を
得
た
。

　
「
IN
東
京
」
の
開
催
は
、
7
月
23

日
（
土
）
～
29
日
（
金
）。

　

会
場
は
、
国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記

念
青
少
年
総
合
セ
ン
タ
ー
／
シ
ア
タ

ー
代
官
山
／
羽
村
市
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
ゆ
と
ろ
ぎ
／
渋
谷
区
文
化
総
合

セ
ン
タ
ー
大
和
田
さ
く
ら
ホ
ー
ル
な

ど
を
予
定
し
て
い
る
。

　

東
京
の
他
、
新
潟
県
・
静
岡
県
・

鳥
取
県
で
も
開
催
。

〈
招
聘
公
演
〉

・
中
国
（
済
南
児
童
芸
術
劇
院
）『
三

人
の
和
尚
』

・
韓
国
（
劇
団
ハ
タ
ン
セ
）『
え
ふ

で
の
あ
ら
し
』

・
ベ
ト
ナ
ム
（
ベ
ト
ナ
ム
水
上
人
形

劇
団
）『
ベ
ト
ナ
ム
水
上
人
形
劇
』

〈
ゲ
ス
ト
参
加
〉

・
ア
メ
リ
カ
（
リ
ラ
ビ
ジ
ョ
ン
）『
ミ

ュ
ー
ジ
カ
ル　

イ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
』

・
カ
ナ
ダ
（
緑
の
道
化
師
劇
場
）

　
『
ア
メ
リ
カ
白
鶴
の
は
な
し
』

〈
共
同
制
作
〉

・
日
本
（
劇
団
影
法
師
）
／
中
国

　
（
唐
山
市
皮
影
劇
団
）
／
韓
国

　
（
劇
団
Ｉ
）『
西
遊
記
』

・
日
本
（
劇
団
た
ん
ぽ
ぽ
）
／
中
国

　
（
中
国
百
花
文
化
芸
術
有
限
公
司
）

　
『
赤
ガ
ラ
ス
大
明
神
』

・
日
本
（
劇
団
キ
オ
）
／
韓
国
（
劇

団
ブ
ッ
セ
ト
ン
）『
わ
た
し
に
さ

よ
な
ら
）

〈
日
本
〉

・
演
劇
集
団
遊
玄
社
『
音
楽
劇
・
イ

ソ
ッ
プ
ラ
ン
ド
の
動
物
た
ち
』

・
劇
団
ポ
プ
ラ
『
ピ
ー
タ
ー
パ
ン
と

ウ
ェ
ン
デ
ィ
』

　

入
場
料
は
、
前
売
2
千
円
、
当
日

2
千
5
0
0
円
。

　

申
し
込
み
、
Ｔ
Ｅ
Ｌ
0
4
2
2
―

5
4
―
6
9
9
7
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
0
4
2

2
―
5
4
―
6
9
9
8
。

　

5
月
中
旬
に
は
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

が
で
き
る
の
で
、
郵
送
す
る
。

▼アメリカ『ミュージカル　
インベンション』

６
団
体
共
同
で
初
の「
東
ア
ジ
ア
」フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催

「
２
０
１
１
東
ア
ジ
ア
児
童
青
少
年
舞
台
芸
術
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
IN
東
京
」

●
７
月
23
日
～
29
日　

●
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
他

▶
中
国
『
三
人
の
和
尚
』

▶
韓
国
『
え
ふ
で
の
あ
ら
し
』

▶
ベ
ト
ナ
ム
『
水
上
人
形
劇
』

▶
カ
ナ
ダ『
ア
メ
リ
カ
白
鶴
の
は
な
し
』
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3
年
前
か
ら
、
ア
シ
テ
ジ
韓
国
セ
ン
タ
ー
は
、
ア
ジ
ア
の
若
手
俳
優
に
よ

る
協
同
作
品
を
制
作
。
今
回
は
日
本
か
ら
真
木
雄
治
さ
ん
が
参
加
。
北
朝
鮮

か
ら
の
砲
撃
事
件
が
勃
発
。
参
加
5
カ
国
の
う
ち
、
3
カ
国
が
帰
国
し
た
と

い
う
。
そ
の
後
の
涙
ぐ
ま
し
い
報
告
で
も
あ
る
。

ア
シ
テ
ジ
韓
国
セ
ン
タ
ー
主
催

「
ア
ジ
ア
協
同
制
作
公
演
」
に
参
加
し
て

無
事
、
公
演
を
終
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た

演
技
集
団
朗　

真
木
雄
治

　
「
東
ア
ジ
ア
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

こ
の
企
画
趣
旨
は
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
、
ア
ジ
ア
の
人
た
ち
が

集
ま
っ
て
一
つ
の
舞
台
を
作
り
あ
げ

る
。
…
の
で
す
が
、
い
ろ
い
ろ
な
国

の
人
た
ち
が
集
ま
る
の
で
会
話
は
主

に
英
語
で
す
。
そ
ん
な
話
を
劇
団
代

表
か
ら
聞
か
さ
れ
た
の
が
９
月
の

頭
。「
行
く
か
？
」「
行
き
ま
す
」。

　

さ
て
英
語
の
勉
強
を
始
め
ま
し
た

が
、
や
は
り
日
常
会
話
が
で
き
る
レ

ベ
ル
に
な
ど
到
底
…
あ
ぁ
出
発
の
日

が
来
て
し
ま
い
ま
し
た
。
も
う
ド
キ

ド
キ
で
す
。
あ
と
は
な
ん
と
か
な
る

だ
ろ
う
～
す
る
し
か
な
い
精
神
で
行

く
こ
と
に
。

　

10
月
。
現
地
に
集
ま
っ
た
メ
ン
バ

ー
は
中
国
、
ス
リ
ラ
ン
カ
、
イ
ン
ド
、

台
湾
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
韓
国
。
恵
ま

れ
た
の
は
顔
合
わ
せ
し
た
瞬
間
か
ら

メ
ン
バ
ー
同
士
打
ち
解
け
あ
い
、
実

は
初
回
の
Ｗ
Ｓ
が
み
ん
な
の
壁
を
取

り
払
う
と
い
う
目
的
の
Ｗ
Ｓ
だ
っ
た

の
で
す
が
そ
の
時
に
は
す
で
に
壁
は

な
く
み
ん
な
和
気
あ
い
あ
い
。
良
い

ス
タ
ー
ト
を
き
れ
ま
し
た
。
合
宿
場

所
は
ソ
ウ
ル
か
ら
離
れ
た
「
Ｙ
Ｕ
Ｇ

Ｕ
」
に
あ
る
コ
リ
ア
ン
パ
フ
ォ
ー
ミ

ン
グ
ア
ー
ト
ビ
レ
ッ
ジ
で
の
合
宿
生

活
で
し
た
。

　

一
緒
の
場
所
で
の
共
同
生
活
と
い

う
こ
と
で
毎
日
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
か
ね
て
Ｗ
Ｓ
を
や
っ
た
り
片
言

な
が
ら
な
ん
と
か
会
話
し
た
り
。
僕

は
英
語
が
喋
れ
な
く
、
分
か
る
単
語

を
並
べ
て
の
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
会
話
だ

っ
た
の
で
す
が
、
メ
ン
バ
ー
は
聞
い

て
く
れ
、
ま
た
、
投
げ
か
け
て
く
れ
、

そ
れ
が
優
し
く
そ
し
て
嬉
し
く
思
い

ま
し
た
。「
こ
の
メ
ン
バ
ー
な
ら
良

い
も
の
を
創
る
こ
と
が
で
き
る
」
そ

う
思
い
ま
し
た
。
人
と
人
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
国
境
は
な
い
。
そ

れ
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　

合
宿
開
始
か
ら
最
初
の
一
ヵ
月
く

ら
い
は
韓
国
の
文
化
や
民
俗
楽
器
を

学
ん
だ
り
、
韓
国
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｊ

の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
り
。
そ
の

な
か
で
ど
ん
な
公
演
に
す
る
の
か
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
を
重
ね
、「
自
分
た
ち

で
台
本
を
作
成
、
こ
の
メ
ン
バ
ー
だ

か
ら
こ
そ
の
公
演
に
し
よ
う
。
楽
し

み
な
が
ら
や
っ
て
い
こ
う
！
」
と
決

ま
り
ま
し
た
。「
一
体
感
を
持
っ
て
」

そ
う
意
気
込
み
取
り
組
む
中
、
や
が

て
大
ま
か
な
台
本
が
あ
が
り
キ
ャ
ス

ト
も
決
定
し
ま
し
た
。
何
度
も
読
み

合
わ
せ
を
し
、
立
ち
稽
古
に
移
っ
た

こ
ろ
事
件
が
起
き
ま
し
た
。

　
『
11
月
23
日
』
＝
北
朝
鮮
か
ら
の

砲
撃
事
件
で
す
。
あ
と
か
ら
知
っ
た

の
で
す
が
こ
の
事
件
は
韓
国
国
内
よ

り
も
海
外
メ
デ
ィ
ア
が
大
々
的
に
報

道
し
て
い
た
よ
う
で
す
。
僕
ら
の
い

た
町
も
ソ
ウ
ル
市
内
も
実
際
は
そ
ん

な
に
緊
迫
し
た
情
勢
で
は
な
く
、
む

し
ろ
日
本
か
ら
の
メ
ー
ル
や
ス
カ
イ

プ
で
大
騒
ぎ
だ
よ
と
知
っ
た
く
ら
い

で
す
。
そ
れ
で
も
各
国
か
ら
集
ま
っ

て
き
た
メ
ン
バ
ー
に
は
家
族
や
親
か

ら
連
絡
が
入
り
ま
す
。
心
配
し
て
帰

っ
て
き
な
さ
い
と
泣
き
だ
す
家
族
…

み
ん
な
精
神
的
に
辛
く
な
っ
て
い
き

ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
日
本
の
僕
の
親

か
ら
も
。
そ
れ
で
も
僕
は
や
り
通
す

と
親
に
伝
え
ま
し
た
。
芝
居
が
や
り

た
く
て
韓
国
ま
で
来
た
ん
だ
し
何
が

ど
う
あ
れ
や
り
た
い
と
。

　

…
結
果
3
人
が
帰
国
。
残
っ
た
の

は
役
者
2
人
と
ス
タ
ッ
フ
2
人
。
本

番
一
ヵ
月
前
…
。
大
変
で
し
た
。
台

本
が
あ
る
の
に
人
が
い
な
く
て
稽
古

が
で
き
な
い
。
メ
ン
バ
ー
も
揃
う
か

分
か
ら
な
い
の
だ
か
ら
中
止
に
す
る

べ
き
で
は
な
い
の
か
？
そ
う
い
う
意

見
も
で
ま
し
た
。
考
え
ま
し
た
。
自

分
に
何
が
で
き
る
の
か
。
今
な
に
を

や
ら
な
き
ゃ
い
け
な
い
か
を
。
メ
ン

バ
ー
が
い
な
く
て
も
や
れ
る
こ
と
は

あ
る
は
ず
だ
、
と
。

　

僕
ら
は
残
っ
た
メ
ン
バ
ー
で
ア
イ

デ
ィ
ア
を
出
し
あ
い
台
本
作
り
を
す

す
め
ま
し
た
。「
こ
ん
な
状
況
な
の

に
残
っ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
ユ

ウ
ジ
は
強
い
ね
！
」
メ
ン
バ
ー
が
僕

に
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
や
る
だ
け

の
こ
と
は
や
り
た
い
。
そ
れ
が
僕
ら

の
思
い
で
し
た
。

　

そ
し
て
な
ん
と
か
韓
国
の
俳
優
や

ス
タ
ッ
フ
が
参
加
。
稽
古
が
再
開
し

ま
し
た
。
そ
れ
で
も
韓
国
の
俳
優
さ

ん
は
自
分
で
仕
事
を
持
っ
て
い
ま

す
。
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
調
整
の
中
み
ん

な
稽
古
が
な
か
な
か
進
ま
な
い
こ
と

に
不
安
は
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
で

も
一
致
団
結
し
、や
り
通
し
ま
し
た
。

　

1
月
8
日
・
9
日
の「
ソ
ウ
ル
冬
季

演
劇
祭
」
の
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
公
演

と
し
て
『
Ｗ
ｈ
ｙ　

Ｗ
ｈ
ｙ
ｍ
ａ
？　

Ｗ
ｈ
ｙ
』を
上
演
。日
本
か
ら
、世
界

か
ら
沢
山
の
人
が
集
ま
る
中
、
無
事

公
演
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

前
述
し
ま
し
た
が
人
と
人
に
国
境

は
な
く
例
え
言
語
と
い
う
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
が
不
十
分
で
も

通
じ
あ
え
る
ん
だ
と
実
感
し
ま
す
。

今
回
出
会
え
た
仲
間
、
そ
し
て
ス
タ

ッ
フ
に
僕
は
心
か
ら
あ
り
が
と
う
と

い
い
た
い
で
す
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
参
加
で
き
て
本
当
に
よ
か
っ
た
。

　

日
本
で
は
経
験
で
き
な
い
こ
と
が

海
外
に
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
交
流
を
広
げ
て
も
っ
と
も

っ
と
い
ろ
ん
な
経
験
を
し
て
い
き
た

い
で
す
。
ま
た
い
ろ
ん
な
仲
間
を
増

や
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。
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◀
歌
舞
伎
「
隅
田
川
」
右
・
中
村
歌
右

衛
門
、
左
・
中
村
福
助

ア
シ
テ
ジ
日
本
セ
ン
タ
ー
の

歴
史
を
振
り
返
る
⑭

　

─
児
童
演
劇
史
上
最
大
の
事
業「
佐
渡
大
祭
典
」

石　

坂　

慎　

二

（
ア
シ
テ
ジ
日
本
セ
ン
タ
ー
事
務
局
長
）

　

前
号
で
、
1
9
8
4
年
頃
、
日
本

の
児
童
青
少
年
演
劇
は
、
た
だ
ひ
た

す
ら
1
9
8
5
年
の
夏
、
佐
渡
島
で

開
か
れ
る
「
第
1
回
全
日
本
子
ど
も

の
た
め
の
舞
台
芸
術
大
祭
典
」
に
向

か
っ
て
い
た
、
と
書
い
た
。

　

こ
の
「
大
祭
典
」
は
、
日
本
の
児

童
青
少
年
演
劇
史
に
も
大
き
く
刻
ま

れ
る
イ
ベ
ン
ト
な
の
で
、
歴
史
を
振

り
返
る
意
味
で
、
ア
シ
テ
ジ
の
「
国

際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
の
前
に
、
こ
の

「
大
祭
典
」
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
。

　

こ
の
「
大
祭
典
」
は
、
た
し
か

1
9
8
0
年
の
全
児
演
の
総
会
で
、

風
の
子
の
本
間
整
さ
ん
が
提
起
し
た

と
記
憶
す
る
。
そ
の
提
案
に
全
児
演

が
の
り
、
徐
々
に
各
団
体
が
加
わ
っ

て
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

1
9
8
2
年
頃
に
は
、
当
時
劇
団

2
月
の
永
田
靖
夫
さ
ん
が
事
務
局
長

に
就
任
し
、
東
京
に
在
住
、
盛
ん
に

活
動
を
開
始
し
て
い
た
と
思
う
。

　

前
年
の
1
9
8
4
年
頃
は
、
ま
さ

し
く
「
佐
渡
大
祭
典
」
一
辺
倒
で
、

表
現
は
悪
い
が
、
猫
も
杓
子
も
「
大

祭
典
」、
関
係
者
が
集
ま
れ
ば
、
そ

の
こ
と
し
か
話
が
出
な
か
っ
た
感
が

あ
る
。
ア
シ
テ
ジ
日
本
セ
ン
タ
ー
も

も
ち
ろ
ん
例
外
で
は
な
か
っ
た
（
機

関
紙
『
ア
シ
テ
ジ
』
が
で
な
か
っ
た

の
も
、
忙
し
く
て
機
関
紙
の
編
集
ど

こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
、
と
い
う
こ
と

も
あ
る
）。

　

実
行
委
員
会
は
、（
社
）
日
本
児
童

演
劇
協
会
／
日
本
児
童
演
劇
・
劇
団

協
議
会
／
全
国
児
童
・
青
少
年
演
劇

協
議
会
／
日
本
青
少
年
音
楽
団
体
協

議
会
／
全
国
子
ど
も
劇
場
お
や
こ
劇

場
協
議
会
／
（
社
）
日
本
芸
能
実
演

家
団
体
協
議
会
の
6
団
体
で
構
成
。

　

各
団
体
が
総
力
を
挙
げ
て
の
空
前

絶
後
と
い
え
る
取
り
組
み
で
あ
っ

た
。歌

右
衛
門
さ
ん
の
『
隅
田
川
』

　

特
に
芸
団
協
に
あ
っ
て
は
、
私
た

ち
の
強
い
要
望
に
応
え
、
会
長
の
中

村
歌
右
衛
門
さ
ん
を
「
大
祭
典
名
誉

会
長
」と
し
て
出
し
て
い
た
だ
い
た
。

　

さ
ら
に
歌
右
衛
門
さ
ん
の
歌
舞
伎

『
隅
田
川
』
ま
で
提
供
い
た
だ
い
た
。

　
「
大
祭
典
」
は
85
年
8
月
19
日
か

ら
23
日
ま
で
の
5
日
間
、
佐
渡
10
市

町
村
で
繰
り
広
げ
ら
れ
、
歌
右
衛
門

さ
ん
の
歌
舞
伎
『
隅
田
川
』
は
、
21

日
、両
津
市
民
会
館
で
公
演
さ
れ
た
。

島
民
か
ら
熱
狂
的
に
歓
迎
を
受
け
た

も
の
で
あ
る
。

　

以
下
、
し
ば
ら
く
、
余
談
。

　

私
は
こ
の
公
演
の
会
場
整
理
係
り

の
責
任
者
と
し
て
命
を
受
け
た
。

　

開
演
は
午
後
２
時
。
な
の
に
朝
早

く
か
ら
、
島
内
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
集
ま
っ
て
こ
ら
れ

た
。
ま
だ
真
夏
、
陽
ざ
し
も
強
い
。

会
場
整
理
係
り
と
し
て
は
、
日
射
病

な
ん
か
で
倒
れ
ら
れ
た
り
し
て
は
か

な
わ
な
い
。
ど
う
す
る
か
。
会
館
の

外
で
、
入
口
か
ら
列
に
な
っ
て
い
る

方
々
を
日
蔭
に
ま
ず
誘
導
す
る
。
そ

し
て
、座
れ
る
と
こ
ろ
を
用
意
す
る
。

　

開
場
を
早
め
る
準
備
を
す
る
。
そ

し
て
よ
う
や
く
開
場
。
入
り
口
で
押

し
合
わ
な
い
よ
う
に
、
少
し
ず
つ
ゆ

っ
く
り
と
入
っ
て
も
ら
う
。
両
手
を

大
き
く
広
げ
、
ま
さ
し
く
身
体
を
張

っ
て
、
怪
我
が
な
い
よ
う
に
、
ど
う

に
か
開
演
ま
で
こ
ぎ
つ
け
た
、
と
い

う
記
憶
が
あ
る
。

　

ま
た
、
歌
右
衛
門
さ
ん
に
は
、
片

野
尾
の
子
ど
も
歌
舞
伎
ま
で
出
か
け

て
い
た
だ
き
、
子
ど
も
た
ち
と
交
流

ま
で
し
て
い
た
だ
い
た
。

膨
大
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意

　

こ
の
「
大
祭
典
」
と
は
な
ん
だ
っ

た
の
か
、
振
り
返
る
意
味
で
、
ま
ず

そ
の
概
要
を
述
べ
て
み
る
。

Ⅰ
、
舞
台
上
演
（
出
演
団
体
65
団
体
、

内
舞
台
劇
32
、
人
形
劇
9
、
影
絵

5
、
音
楽
15
、
古
典
4
）

①
「
巡
回
公
演
」、
島
内
10
市
町
村

で
、
69
公
演
。

②
「
特
別
記
念
公
演
」、
新
星
日
響

+
鼓
童
合
同
公
演
ほ
か
、7
公
演
。

③
「
小
型
作
品
連
続
公
演
」、
20
作

品
。

④
「
ア
マ
チ
ュ
ア
公
演
」、
7
公
演
。

⑤
「
野
外
劇
場
公
演
」、
6
作
品
。

⑥
「
老
人
ホ
ー
ム
公
演
」、
1
公
演
。

Ⅱ
、
会
議
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

①
「
国
際
会
議
」（
2
回
）

　

※
『
記
録
集
』
に
2
回
と
あ
る
。

あ
れ
?
と
思
っ
て
調
べ
て
み
た

ら
、「
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

の
他
に
「
環
太
平
洋
会
議
」
と

あ
る
。
こ
れ
は
多
田
徹
さ
ん
や

し
か
た
し
ん
さ
ん
た
ち
の
「
児

童
劇
作
家
会
議
」
が
開
い
た
も

の
で
あ
る
。
当
初
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
の

で
、後
か
ら
追
加
し
た
ら
し
い
。

②
「
国
内
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」（
1
回
）

③
そ
の
他
、
団
体
主
催
に
よ
る
「
会

議
」（
3
団
体
、
6
か
所
）

Ⅲ
、
生
活
学
校

　

あ
る
意
味
で
は
、
こ
の
「
大
祭
典
」

を
最
も
特
徴
づ
け
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
と

い
え
る
。

　
「
地
引
き
網
教
室
」「
わ
ら
細
工
教

室
」「
お
け
さ
教
室
」「
切
り
絵
教
室
」

と
い
っ
た
、
今
で
い
う
「
生
活
体
験

学
習
」
で
あ
る
。

　

90
種
類
以
上
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
展

開
さ
れ
た
。

　

そ
の
他
、
開
閉
会
式
、
大
交
流
会

な
ど
、
大
規
模
な
式
典
・
祭
典
が
行

な
わ
れ
た
。

　

今
で
は
、
到
底
考
え
ら
れ
な
い
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。

　

私
は
、「
大
祭
典
」
後
の
赤
字
の

処
理
問
題
で
、
苦
労
し
た
経
緯
も
あ

り
、
正
直
い
っ
て
あ
ま
り
思
い
出
し

た
く
も
な
か
っ
た
感
が
あ
る
が
、
こ

の
機
会
を
得
て
振
り
返
っ
て
み
て
、

そ
の
あ
ま
り
に
も
膨
大
な
量
に
、
今

更
圧
倒
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

　

よ
く
や
っ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た

よ
く
や
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
も

一
朝
一
夕
で
は
な
く
、
各
団
体
が
総

力
を
挙
げ
て
少
し
ず
つ
積
み
上
げ
た

も
の
で
あ
っ
た
。

【
編
集
委
員
】
石
坂
慎
二
、
上
保
節

子
、
菊
田
朋
義
、
林　

陽
一
、
ふ
じ

た
あ
さ
や


